
９　大
おお

雨
あめ

・洪
こう

水
ずい

・ 雷
かみなり

から身
み

を守
まも

ろう

　みなさんの家
いえ

のまわりに川
かわ

はありませんか。大
おお

雨
あめ

がふると、

川
かわ

の水
みず

がまし、てい防
ぼう

がこわれたり、てい防
ぼう

を乗
の

りこえて水
みず

が町
まち

にながれたりするなど、大
おお

きな水
すい

がいがおこることがあ

ります。これを洪
こう

水
ずい

といいます。川
かわ

の近
ちか

くでなくても、大
おお

雨
あめ

で道
どう

路
ろ

に水
みず

があふれ、歩
ある

けなくなることもあります。

　また、雷
かみなり

は強
つよ

い電
でん

気
き

です。日
に

本
ほん

では、毎
まい

年
とし

、 雷
かみなり

にうたれ

て亡
な

くなる人
ひと

がいます。このような災
さい

害
がい

から身
み

を守
まも

るには、

天
てん

気
き

のようすに気
き

をつけたり、天
てん

気
き

よほうを聞
き

いたりして、

早
はや

めに安
あん

全
ぜん

なところへ避
ひ

難
なん

することが大
たい

切
せつ

です。 

　大
お お

雨
あ め

がふったり、雷
かみなり

がなったりすると、どの

ようなきけんがあるのでしょうか。また、どの

ようにして身
み

を守
まも

ればよいでしょうか。

○大
おお

雨
あめ

・洪
こう

水
ずい

・ 雷
かみなり

のきけん 

○雷
かみなり

がなったら

外
そ と

にいるとき なかにいるとき 

○  雷
かみなり

が聞
き

こえたら、すぐにあんぜんな

ばしょ（たてものの中
なか

やじどうしゃの中
なか

など ) に避
ひ

難
なん

する。

○木
き

の下
した

や木
き

のそばには、避
ひ

難
なん

しない。

○ じてんしゃにのっていたら、すぐにお

りてあんぜんなばしょに避
ひ

難
なん

する。

○ 避
ひ

難
なん

ばしょがないときは、ひくいしせい

（りょう足
あ し

をそろえてしゃがむ ) をとる。

○ ふだんからみのまわり（つうがくとちゅ

う ) の避
ひ

難
なん

ばしょをかんがえておく。

○外
そと

に出
で

ない。

○ 雷
かみなり

のかつどうは、みじかいじかんでお 　　　    

さまることがおおいので、下
げ

校
こう

時
じ

はむ

りにかえらずにまっている。

○ すべてのでんききき（テレビ、れいぞこ

など ) から１ｍ
メートル

いじょうはなれる。
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